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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計期間

第44期
第１四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 1,517,694 1,493,669 6,562,711

経常利益又は経常損失（△）（千円） 60,440 △16,530 309,208

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
71,341 △26,332 318,806

四半期包括利益又は包括利益（千円） 70,546 △59,605 425,478

純資産額（千円） 4,206,133 4,437,381 4,565,957

総資産額（千円） 7,798,221 8,019,034 8,405,398

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
4.16 △1.54 18.59

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 53.5 54.9 53.9

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第44期第１四半期連結累計期間は、１株当

たり四半期純損失であり、また希薄化効果を有している潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。第43期第１四半期連結累計期間及び第43期は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）のわが国経済は、東日本大震災から

の復興関連需要を中心として、緩やかに持ち直してきているものの、欧州債務危機及び円高の長期化、電力供給制限

などの不安定要素により、依然先行きは不透明な状況にあります。

こうした中、当第１四半期連結累計期間の売上高は14億93百万円（前年同四半期比1.6％減）、営業損失36百万円

（前年同四半期は営業利益67百万円）、経常損失16百万円（前年同四半期は経常利益60百万円）、四半期純損失26

百万円（前年同四半期は四半期純利益71百万円）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（試薬事業）

臨床検査薬分野では、自己免疫疾患検査試薬における競合等による減収を、需要が伸長している腫瘍マーカーや

血漿蛋白定量試薬の増収でカバーし切れず、全体の売上高は前年同四半期を下回りました。

基礎研究用試薬分野では、国内での試薬販売は前年同四半期を上回ったものの、海外への輸出が大幅に計画を下

回ったことにより、全体の売上高は前年同四半期を下回りました。

以上の結果、試薬事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は14億93百万円（前年同四半期比1.6％減）、セグメ

ント損失は30百万円（前年同四半期はセグメント利益72百万円）となりました。

（その他）

その他においては、投資事業における手数料収入の減少により、当第１四半期連結累計期間の売上高は0百万円

（前年同四半期比36.3％減）、セグメント損失は5百万円（前年同四半期はセグメント損失4百万円）となりまし

た。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、80億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ3億86百万円減少いた

しました。

流動資産合計は、50億93百万円となり、5億55百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金ならびに受取手

形及び売掛金の減少によるものであります。

固定資産合計は、29億25百万円となり、1億68百万円増加いたしました。これは主に、建設仮勘定及び長期貸付金の

増加によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、35億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億57百万円減少いた

しました。これは主に、支払手形及び買掛金ならびに長期借入金の減少によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、44億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億28百万円減少い

たしました。これは主に、配当金の支払、保有株式等の時価の下落によるその他有価証券評価差額金の減少及び四半

期純損失の計上によるものであります。

 

これらの結果、自己資本比率は54.9％となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2億88百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,355,000 17,355,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 17,355,000 17,355,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
― 17,355,000 ― 2,228,600 ― 1,952,637

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 205,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,098,000 17,098 ―

単元未満株式 普通株式　　　52,000 ― ―

発行済株式総数 17,355,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,098 ―

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社医学生物学研究所
名古屋市中区栄四丁

目５番３号
205,000 ― 205,000 1.18

計 ― 205,000 ― 205,000 1.18

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について名古屋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,837,701 1,628,596

受取手形及び売掛金 ※
 2,099,376

※
 1,807,467

有価証券 23,579 8,366

商品及び製品 631,019 662,832

仕掛品 557,862 541,930

原材料及び貯蔵品 340,961 356,948

その他 176,202 91,487

貸倒引当金 △18,307 △4,555

流動資産合計 5,648,396 5,093,073

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 565,325 557,516

機械装置及び運搬具（純額） 77,385 98,967

土地 53,395 53,902

リース資産（純額） 107,867 103,307

建設仮勘定 73,584 156,632

その他（純額） 241,213 242,409

有形固定資産合計 1,118,771 1,212,737

無形固定資産

のれん 107,498 92,787

その他 209,983 238,710

無形固定資産合計 317,482 331,497

投資その他の資産

投資有価証券 270,712 239,421

長期貸付金 402,605 498,941

長期前払費用 283,081 280,277

その他 594,992 590,826

貸倒引当金 △230,642 △227,741

投資その他の資産合計 1,320,749 1,381,725

固定資産合計 2,757,002 2,925,960

資産合計 8,405,398 8,019,034
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 356,973 244,267

短期借入金 1,295,856 1,243,084

未払法人税等 41,816 14,755

その他 419,116 526,082

流動負債合計 2,113,762 2,028,190

固定負債

長期借入金 1,543,443 1,369,174

その他 182,235 184,288

固定負債合計 1,725,679 1,553,462

負債合計 3,839,441 3,581,653

純資産の部

株主資本

資本金 2,228,600 2,228,600

資本剰余金 1,952,637 1,952,637

利益剰余金 451,301 356,369

自己株式 △43,321 △43,321

株主資本合計 4,589,217 4,494,285

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,605 △12,738

繰延ヘッジ損益 △10,744 △12,435

為替換算調整勘定 △64,116 △69,441

その他の包括利益累計額合計 △60,256 △94,615

新株予約権 14,288 14,288

少数株主持分 22,708 23,423

純資産合計 4,565,957 4,437,381

負債純資産合計 8,405,398 8,019,034
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,517,694 1,493,669

売上原価 500,953 575,055

売上総利益 1,016,741 918,613

販売費及び一般管理費 949,550 955,084

営業利益又は営業損失（△） 67,190 △36,471

営業外収益

受取利息 1,767 1,522

為替差益 9,932 32,012

投資事業組合運用益 3,586 －

その他 2,392 1,768

営業外収益合計 17,679 35,303

営業外費用

支払利息 10,324 9,362

持分法による投資損失 14,104 3,312

その他 － 2,687

営業外費用合計 24,429 15,363

経常利益又は経常損失（△） 60,440 △16,530

特別利益

投資有価証券売却益 712 527

新株予約権戻入益 29,605 －

特別利益合計 30,317 527

特別損失

固定資産除却損 244 2,347

特別損失合計 244 2,347

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

90,513 △18,350

法人税、住民税及び事業税 18,863 8,248

法人税等合計 18,863 8,248

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

71,649 △26,599

少数株主利益又は少数株主損失（△） 308 △267

四半期純利益又は四半期純損失（△） 71,341 △26,332
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

71,649 △26,599

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,860 △27,344

繰延ヘッジ損益 △619 △1,690

為替換算調整勘定 △2,344 △3,971

その他の包括利益合計 △1,103 △33,005

四半期包括利益 70,546 △59,605

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 69,562 △60,691

少数株主に係る四半期包括利益 983 1,086
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 44,477千円 58,496千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 65,447千円 64,378千円

のれんの償却額 14,952 14,960

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 68,603 4 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月25日

定時株主総会
普通株式 68,599 4 平成24年３月31日平成24年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円）

 
 

報告セグメント その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２試薬事業

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 1,516,627 1,066 1,517,694 ― 1,517,694

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 ― 150 △150 ―

計 1,516,777 1,066 1,517,844 △150 1,517,694

セグメント利益又は損失（△） 72,094 △4,904 67,190 ― 67,190

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バイオ関連企業への投資事業であ

ります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
 

報告セグメント その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２試薬事業

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 1,492,989 679 1,493,669 ― 1,493,669

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 ― 150 △150 ―

計 1,493,139 679 1,493,819 △150 1,493,669

セグメント利益又は損失（△） △30,599 △5,871 △36,471 ― △36,471

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バイオ関連企業への投資事業であ

ります。

２　セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
4円16銭 △1円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
71,341 △26,332

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
71,341 △26,332

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,150 17,149

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

新株予約権の権利行使期間

満了により、潜在株式

155,000株が消滅しておりま

す。

―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間は、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失であり、

また希薄化効果を有している潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月９日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

名古屋監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　仁史　　印

 業務執行社員  公認会計士 大西　正己　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物

学研究所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成24年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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